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令和６年度を迎えるにあたり         第１回校長会（令和６年４月1６日開催） 
 

三宅泰司 教育長挨拶 
 
令和５年度末の人事異動により、小学校２３名、中学校９名、計３２名の新しい校長先生方をこの会にお迎えした

ことを大変嬉しく思います。これまでのご経験をしっかりと生かしていただき、それぞれの学校において最高責任者
としてご活躍くださいますようお願いいたします。 
 また、すでに校長としてご活躍いただいている先生方には、今年度新たにお迎えした先生方とともに、岡山市立学
校の教育の充実のために、チームワークを大事にしながら、ご尽力を賜りたいと存じます。 
さて、先日、新規採用者の辞令交付式を行い、小学校１１３名、中学校４６名、義務教育学校１名、養護教諭５名、

事務職員４名、栄養教諭１名、給食調理員１名、用務員１名の計１７２名に辞令が交付されました。現在、教職員の
大量退職・大量採用の時代に入り、若手教職員の育成と経験豊かな教職員の指導技術等の伝承が急務となっています。
校内で先輩が若手へ「技と思いの伝達」が行えるようなＯＪＴを推進し、先輩と若手がともに学び合える職場となる
ことを期待しています。 
本日は、年度初めにあたっての私の思いや取り組んでいただきたいことについてお話します。 
 
【教育の方向性】 
各学校におきまして、第２期教育大綱で目指す子どもの育成に向けた取組を進めていただき、感謝申し上げます。

感染症対策により、思うように教育活動を展開できなかった時期もありますが、昨年度からは「やる気につながる好
奇心の醸成」をキーワードに、改めて体験活動や他者と協働することの良さを実感できる学びづくりに取り組んでく
ださっていることと思います。 
第２期教育大綱の取組は、今年度で４年目を迎え、令和７年度は、いよいよ最終年度になり、これまでの取組の総

点検の年となります。現時点の達成状況は、全国平均レベル以上の学力や記述式問題の正答率については、目標値を
達成している一方で、新規不登校児童生徒の出現率、探究的な学習をしていると感じる子ども、協力しようとする子
ども、人を大切にできる子どもの割合については、目標値を達成しておりません。 
昨年度の「総合教育会議」において、これら指標等に関する分析などから活発な意見交換がなされました。その結

果、岡山市の子どもたちの良さとして、全国平均レベルの学力の維持、自己肯定感の高さ、全体的に落ち着いた生活
ができていることなどが挙げられました。岡山市の子どもたちの課題解決のキーワードとして、①探究、②関わりや
つながり、③ 主体性が挙げられ、学校生活において、この３つのキーワードの視点をもった教育活動が必要であると
の結論に至っています。各学校で教育課程を工夫されていると思いますが、改めて、３つのキーワードを意識した教
育活動を展開してもらいたいと思います。 
また、第1期教育大綱から取り組んでいる「校長先生を中心とした週２回以上の授業参観・指導助言」については、

実施率１００％を維持しています。しかし、全国学力・学習状況調査から、授業や学級経営等で問題を抱えている教
員に対して、相談までに時間がかかっている割合が高いことが分かりました。今年度は、学校のチーム力を最大限に
活かすために、スピード感をもった指導助言（バージョンアップ）をお願いしたいと思います。 
教育委員会としては、学校の人的・物的支援、また学校運営への支援に向けた予算編成を行い、今年度の教育費は、

前年度予算から１０２億円増加し、総額約５８６億円、率にして２１％増もの予算をいただいています。主なものと
しては、特別教室への空調整備や学校給食費の公会計化のための運営費などを計上しています。また、子どもたちの
学びに直接関係するものとして、全校共通のデジタルＡＩドリルや授業支援ソフトを導入し、その活用のためにＩＣ
Ｔ支援員を配置します。ＩＣＴを活用し、協働的な学びを充実させ、「子どもが夢中になる授業」を展開していくこと
で、基礎学力の定着や主体性の向上を期待しています。その結果として、無解答率の改善を目指します。 
 
【人権教育について】 
教育の基盤は、人権尊重が徹底している環境です。子どもたち一人一人が、大切にされていることを実感しながら

生活し、自分とともに他者を大切にする力を育むことができるよう、今年度も引き続き、教育活動全体を通じて人権
尊重の精神に立った学習活動、人間関係づくり、教育環境づくりに取り組んでいただきたいと思います。 
 
【学力向上及びＧＩＧＡスクール構想の推進について】 
昨年度、岡山市立すべての学校で、「授業これだけは！＋ＰＬＵＳ」に基づき、他者との関わりを通して、自分の考

えを広げ深める学習を充実させることと学びの過程を振り返る場面を設定することで、子どもたちの「やる気につな
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がる好奇心」を醸成する授業づくりを推進していただきました。  
今年度は、新たに導入する「ミライシード」を積極的に活用し、課題を立てて情報を集め整理するなど、自己の主

体性を発揮するとともに、友達とつながりながら、自分の考えを表現することができる力を付けられるような授業づ
くりをお願いいたします。また、その活用に向け、ＩＣＴ支援員が授業提案を含め、先生方を支援します。このよう
な取組を積み重ねることで、「子どもが夢中になる授業」が展開され、記述式問題の正答率全国平均レベル以上と無解
答率の全国平均レベル以下を目指していただきたいです。教育委員会としても、できる限りの支援をしてまいります。 
 
【生徒指導等について】 
今年度から１人１台端末を活用した「心の健康観察」を全校で実施します。この取組は、教職員が児童生徒のメン

タルヘルスの悪化や小さなＳＯＳなどを察知できるようにすることをねらいとしています。迅速な情報共有により、
早期支援、早期対応を行うことで、新規不登校の抑制を図り、社会的自立に向けた支援につなげていけるものと考え
ております。 
また、特別支援教育については、「岡山市立小・中・義務教育学校における特別支援教育推進グランドデザイン」で

示しているように、「インクルーシブ教育システム」の構築を目指します。「障害のある子どもと、障害のない子ども
が、できる限り同じ場で共に学ぶ」という考え方を全ての教職員に浸透させて、各学校においても引き続き、特別支
援教育の視点での温かい対応を推進していただきたいと思います。 
 
【夜間中学について】 
令和７年４月に、岡山後楽館中学校に夜間学級、いわゆる「夜間中学」を開設します。夜間中学は、義務教育を修

了できなかった方や、不登校などの事情により義務教育が十分に受けられないまま中学校を卒業した方などを対象と
して、義務教育を受ける機会を確保するために設けるものです。開設まで１年を切りました。 
今年度は６月末に授業体験会、７月から９月にかけて入学説明会を実施し、１０月より生徒募集を始めます。 
広く市民の方へ周知を行い、学び直したいという方に夜間中学が開設されることが届くよう広報にも努めます。昨

年度末には、各学校にポスターとチラシを送らせていただきました。先生方にも改めて夜間中学への理解を深めてい
ただきたいと思います。 
 
【働き方改革について】 
「岡山市立学校園における働き方改革推進方針」については、令和５年３月に策定し、先日もメディアに取り上げ

られたところです。推進方針４本の柱に基づいて取組を進め、ワークライフバランスの充実を図ることにより、教育
の質の向上を図っていくこととしております。 
校長先生方には、管理職として働き方改革について様々な議論をリードしていただくことが大切ですが、仕事のや

り方としては、野球型ではなくサッカー型でお願いしたいと考えます。時間を決めて仕事をする、帰る時間を意識す
ることで、仕事の進め方や意識も少しずつ変えていけるものと考えます。 
また、教員の負担軽減のため令和６年度から「学校給食費の公会計化」を実施しています。これまで、学校給食費

は、教員が、給食費の算定、収納や未納対応、納入業者への支払等を行っており、業務の負担となっていました。こ
うした状況を改善するため、学校給食費を各学校単位の会計ではなく、教育委員会が保護者から直接徴収し、支払い
までを一元的に管理するように制度を改めることで、教員が子どもと向き合う時間を確保できると考えています。 
今後の進め方として、ワークとライフの両方の充実が大切だと考えています。働きがい、やりがいも含め仕事の取

り組み方も見直す必要が出てきているように思います。 
校長先生方には、学校園運営協議会等でも、チャンスを狙って、働き方改革について話題に出していただきたいと

考えます。働き方改革を進めること、また、ＰＲしていくことが、教育の質の向上や人材確保につながると考えてい
ますので、引き続きよろしくお願いします。 
 
【服務規律の徹底について】 
岡山市では、昨年度、盗撮やわいせつ行為等の不祥事が３件発生しました。この３年間、懲戒処分等の事案が立て

続けに発生していることに強い危機感を感じています。 
各学校園におかれましては、引き続き、教職員が自分ごととして捉えることができる研修となるよう、様々な工夫

をしていただきながら不祥事防止の研修や指導を重ね、教育公務員としての自覚の高揚を図るよう、改めてお願いし
ます。特に、教職員の働きがい・やりがいの部分にもご配慮いただきながら、職場の同僚性を高め、上司、同僚間の
コミュニケーションの充実を図り、お互いが相談し、支え合い、一人で抱え込むことのないよう、風通しのよい職場
をつくり、所属の教職員に一層のご助言やご指導をいただければと思います。 
 
 【おわりに】 
今後とも、校長先生方にはお力を遺憾なく発揮され、存分にご活躍くださいますことを期待しております。一方

で、校長先生方のお仕事は激務でございます。くれぐれも健康には十分ご留意いただきますようお願い申し上げま
して、ご挨拶といたします。 
 



研究成果紹介ページ「すぽっと」には、令和４・５年度教育課題別研究に関わる研究成

果をまとめています。「ＩＣＴを効果的に活用した授業づくりの実現」
に向けて、学び続ける先生方を応援するページです。

先生方が授業づくりのとき、なかなか埋まらないパズルのピースが「すぽっと」埋まる

一助としてください。研究成果紹介ページ「すぽっと」は、教育研究研修センターのHP

に掲載しています。ぜひご活用ください。

教育課題別研究
研究成果紹介ページ「すぽっと」ができました‼ 
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ここをクリック!!

岡山市教育研究研修センターは学び続ける先生を応援します!!

ＩＣＴ活用のポイント授業づくり

健康への配慮 オンデマンド動画・映像資料

研究の概要 「すぽっと」の活用例

情報モラル教育

校内におけるICT活用の推進

授業実践事例集
★★掲載内容★★

その他にも多くのコンテンツを掲載しています。

☆学習指導案作成の解説☆ ☆ＩＣＴの特性・強みを紹介☆ ☆小中計21事例を紹介☆
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